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―翻訳と注解 第15講話―
相 澤 照 明
Discourses of Sir Joshua Reynolds
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ることとなった。（General Assembly Minute Book 1768-1950参照。)
(２) “spatiis iniquis”，Vergilius, Georgics, IV, 147.
(３) PRは意味が明瞭でないとしているが、1768年にデンマーク王を讃えた展覧会を契機に勃発した藝術家法人協会（The
Incorporated Society of Artists）の内部分裂によって多数の人たちが王立美術院に加わったことと関係あるとしてい
る。PR, pp. 8-9参照。
(４) 注(１)参照。
(５) Franciscus Junius, De Pictura Veterum ( The Painting of the Ancients ), University of California Press, 1991.
perspicuittieの項目（p. 400）、ならびに enargeiaの項目(p. 375)参照。Junius と絵画論の関係については、第４講話
の解説参照。







したもの。（「出エジプト記」32章）パルマの Sta Maria della Steccataのフレスコ画。
(９) Thomas Grayの The Bard（1757)。エドワード一世が捕えた詩人をすべて殺したという伝説に基づき、老吟遊詩人が
巌上よりエドワード一世を呪うという詩。
(10) quod super nos, nihil ad nos（cf. Tertulianus, Ad Nationes, Libri II,” quae super nos, nihil ad nos.)




伝』小林章夫訳 筑摩書房 2009年 442頁。
(14) Frans Floris（Frans de Vriendt)(c. 1516-1570)；Heemskerck, Martin van,(1498-1574)；Coxie, Michiel (1499-
1592）；Hieronymus, Cock（1510-1570).
(15) Dryden, prologue to The Tempest（1670).
(16) James Harris, Philosophical Inquiries, 1781, pp. 234-5.
(17) 《カドーレの戦》（1537-8）1577年に焼失。同時代の Fontana の版画によって知られる。(ウフィチ美術館所蔵。）



































































サミュエル・マンクは、『崇高−18世紀イギリス批評理論研究』（SamuelMonk ; The Sublime-A Study of Critical Theories








Alexander Runciman（1774）、Maria Cosway（1782）、C. R. Ryley（1789）、Richter（1792)、Singleton（1794)、Westall
（1796）の絵が、またシェイクスピアとミルトンをテーマとしたものとしては、Alexander Runciman（1773）、P. Sandby
（1774）、John Mortimer（1779）、Fuselis の《Weird Sistes》（1783）、《Lady Macbeth Walking in her Sleep》（1784）、
Freman《Satan at the Court of Chaos》（1784）、West《Macbeth and the Witches》（1793）、Singleton の《Four Subjects
from Paradise Lost》、Howardの《Sin and Death Passing through the Constellations》（1797）、Lawrenceの《Satan Calling
his Legions》（1797）の他にも、Alderman Boydell のシェイクスピア・ギャラリー（1786）やフューズリのミルトン・ギャ
ラリー（1799）がある。また恐怖をかきたてる絵としては、Mullins《A Cataract, a rude scene》（トムソンの『四季』）
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